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In this paper, we present a communication support system that integrates some personal networks and incorporates the 
action data of a user. In recent years, we have some personal networks such as the contact list in instant messengers, social 
networking services, and telephone books of cellular phones, etc have been increasing. However, these networks separate 
mutually, and do not have the relation. Therefore, we propose the system that consolidate the user's personal networks, and 
that manages in user's personal computer. In addition, to the user in a personal network added action data that are the indoor 
location information, BLOG, and chat history of instant messenger, etc. Therefore, this system offers information on a user of 
a personal network Further, it aims to facilitate communications. 

 

1. はじめに 
近年，携帯電話に内蔵された電話帳，インスタントメッセンジ

ャー（以下，IM）のコンタクトリスト，ソーシャルネットワーキングサ

ービス（以下，SNS）などパーソナルネットワークを含むサービス

が増えてきている．また，それに伴い個人が持つパーソナルネ

ットワークの多様化が進んでいる．しかし，これらのネットワーク

には重複している部分があるが，一般的に相互に分離しており，

関連性を持っていない．そのため，我々はネットワーク内のユー

ザに関する情報を取得したり，コミュニケーションをおこなおうと

する際には，毎回適切だと考えられるサービスを選択する必要

がある． 
そこで我々は，個人が持つ複数のパーソナルネットワークを

集約し，同一であるデータを統合することにより統合型パーソナ

ルネットワークを構築するシステムを提案する．複数のパーソナ

ルネットワークからの統合イメージは図 1 のとおりである．図のよ

うに，重複しているにも関わらず各々のサービスに分散している

ため独立していたユーザを統合することにより，本当の意味での

ユーザのパーソナルネットワークを構築することが出来る． 
そして，統合されたパーソナルネットワークを用いたシステム

として，我々は各ユーザの行動情報を統合するシステムを提案

する．行動情報としては，屋内位置情報，BLOG のログ，チャッ

ト履歴などを用いている．本システムにより，本システムにより，

自身の統合されたパーソナルネットワーク及び，ネットワーク内

のユーザの行動情報を閲覧することにより円滑なコミュニケーシ

ョンを支援することが可能になると考えられる． 
 円滑なコミュニケーションをおこなうためのシステムとして，ユ

ーザの行動情報を用いた研究が盛んにおこなわれている[中西

2001][上田 2000]．しかし，これらの研究は，パーソナルネットワ

ークを研究システム用にシステム側が構築しているか，または利

用者自身が構築するのが一般的であり，特定のグループでしか

利用することが出来ない．本システムでは，これらのシステムと

異なり，すでに存在する様々なパーソナルネットワークからデー

タを抽出し，利用しているため汎用性が高いといえる． 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 パーソナルネットワークの統合 

2. 提案システム 

2.1 システムの概要 
本システムの概要を図 2 に示す．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2 システム概要図 

 
本システムでは，SNS，IM などのパーソナルネットワークを利

用しているサービスから個人のパーソナルネットワークを抽出す

る．次に，抽出した複数のパーソナルネットワークから同一人物

の統合をおこなう．さらに，統合されたパーソナルネットワークの

各ユーザに対して，行動情報の統合をおこなう．以上の情報の

統合処理は，全てシステム利用者自身の手によりおこなう． 
統合パーソナルネットワークの情報，抽出情報は全てファイ

ル型データベースに登録している．このファイルは，システム利

用者自身の計算機内に保存している．また，これらのパーソナ

ルネットワーク抽出システム，情報統合システム，統合情報表示
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インターフェースは全てシステム利用者自身の計算機上でのみ

動作させている．これは，システム利用者自身の計算機をロー

カルサーバとして動作させ，そのローカルサーバ上でシステム

を動かしていることにより実現している． 

2.2 パーソナルネットワークの抽出 
本システムで利用するパーソナルネットワークの抽出元は以

下の条件を満たす必要がある． 
 
パーソナルネットワーク内の各ユーザに 
1. 独自のユニーク ID がある． 
2. システム利用者自身が誰かを判定できる名前か画像がある． 
 

以上の 2 条件を満たしており，データを抽出が可能であれば，

データの抽出元として利用することが可能となる．現在，本シス

テムで利 用可能 なパー ソナル ネッ トワーク の抽 出元 は， 
(1)mixi[mixi]，(2)MSN メッセンジャー[MSN]，(3)携帯電話に内

蔵されている電話帳の 3 種類である．以下に，これら 3 種類の

パーソナルネットワークの抽出方法について述べる． 
 
(1) mixi 
mixi では，Web ページ（http://mixi.jp/list_friend.pl）にパーソナ

ルネットワークが表示されている．その Web ページの HTML ソ

ースデータを取得し，解析することにより，自身のパーソナルネ

ットワークを抽出している． 
  
(2) MSN メッセンジャー 
MSN メッセンジャーではユーザのデータは MSN メッセンジャ

ーのサーバ(messenger.hotmail.com)に保存されている．サーバ

と接続すると接続したユーザのコンタクトリストのデータが取得で

きる．  
 
 (3) 携帯電話内蔵の電話帳 
携帯端末に内蔵されている電話帳の多くは，vCard 形式に対応

している．vCard とは，名刺データを扱うための形式である．電

話帳では，１人のデータ[BEGIN:VCARD]から[END:VCARD]
という値の中に[項目名:値]という形で複数の項目と値が記入さ

れている．本システムでは，携帯電話の電話帳を外部に保存し，

その vCard ファイルを解析することによりパーソナルネットワーク

の抽出をおこなっている． 
  

以上の抽出元から抽出したデータは全てファイル型データベ

ースである SQlite を用いてシステム利用者の計算機内にファイ

ル保存される． また，これらの抽出プログラムは，特定形式でデ

ータをデータベースに登録するようにプログラミングをし，クラス

ファイル化している．従って，同様の形式でクラスファイルを作れ

ば抽出元を利用者の判断により追加することが可能である．  

2.3 ユーザの行動情報 
本システムでは，統合されたパーソナルネットワークの各ユー

ザの行動情報を統合する．現在，本システムで扱っている行動

情報は，(1)屋内位置情報， (2)BLOG のログ，(3)IM でのチャッ

ト履歴の 3 種類である．以下にそれぞれの詳細について述べる． 
 
(1) 屋内位置情報 
屋内位置情報の取得には，北陸先端科学技術大学院大学知

識科学研究科棟の建物に導入されている位置検出システム

EIRIS を利用している．各ユーザは，バッチ（図 3（A））を所持す

る．バッチは独自 ID を含む赤外線の信号を約 4 秒間隔で送信

している．その信号をリーダ（図 3（B））が受信する．赤外線を受

信したリーダの場所と独自 ID によりユーザの位置をリアルタイ

ムにモニタリングできる． 
 
 
 
 

    
(A) バッチ       (B) リーダ 

図 3 EIRIS 
 

リーダの設置は図 4 のようになっている．二重丸はリーダが設置

されている場所である．リーダは研究科棟に約 120 個設置され

ている．  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 4 リーダの設置例 

 
リーダで受信したバッチの情報は，EIRIS サーバに送信される．

そして， EIRIS サーバで情報が解析されから我々が用意したサ

ーバに受信をしたバッチの ID，受信日時，リーダの ID が送信

される． 
 
(2) BLOG 
本システムでは，ユーザの行動情報として， RSS 配信されてい

る BLOG のログを用いている．RSS とは Web サイトの見出しや

要約などのメタデータを構造化して記述する XML ベースのフ

ォーマットである．本システムでは，BLOG の RSS 解析をおこな

うことにより，ユーザの BLOG の情報を取得している． 
 
(3) IM のチャット履歴 
MSN メッセンジャーでは友人とのチャットの履歴は個人のパソ

コン内に XML ファイルとして保存される．ファイルの中身のサン

プルを図 5 に示す．本システムでは，各ファイル内を解析し，

<message></message>内から会話の日時情報，<text></text>内

から発言データを取得している． 
 
 
 
 
 

 
図 5 ファイルの中身例 

2.4 情報の統合 
本システムでは，情報の統合を 2 段階おこなっている．まず，

最初に本システムの基盤情報となる複数のパーソナルネットワ

ークの統合をおこなう．次に，統合されたパーソナルネットワーク

内の，各ユーザの行動情報の統合をおこなう．以上の 2 段階を
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経て，情報の統合が完了する．以下にそれぞれの段階の統合

について述べる． 
 
1. パーソナルネットワークの統合 
 本システムでは，様々なシステムからパーソナルネットワークの

データを抽出している．抽出したデータ群から，１つのデータを

基準とし，他のデータに存在する同一人物を利用者自身により

選択し，関連付けをおこなう．この操作を，全員に対しておこなう

ことによりパーソナルネットワークの統合が完了する． 
 
2. 行動情報の統合 
 統合されたパーソナルネットワーク内の各ユーザに対し，各ユ

ーザの行動情報に関する情報を統合する．利用できる行動情

報は，2.3 節で述べた(1)(2)(3)の 3 種類である．統合方法を以

下に述べる． 
 
(1) 屋内位置情報 
EIRIS のバッチにはそれぞれ固有の ID が割り振られている．ユ

ーザの ID を入力することにより，関連付けがおこなわれる． 
 
(2)BLOG  
ユーザの BLOG の RSS 先を入力する．BLOG を複数所持して

いる際には，複数入力することが可能である． 
 
(3)IM のチャット履歴 
チャット履歴のファイル名は，MSN メッセンジャーの登録電子メ

ールアドレスのアカウント名と数字の羅列により生成されている．

そこで，保存先フォルダを指定することにより，存在するファイル

をチェックし，関連付けを自動におこなう． 
  

3. 情報表示インターフェース 

3.1 メイン画面 
統合された情報を全て表示するメイン画面を図 6 に示す．メ

イン画面では，統合パーソナルネットワーク内のユーザの最新

情報(図 6①)，友人情報一覧(図 6②)，友人の詳細情報(図 6
③)，システム利用者自身の最新情報(図 6④)が表示される．情

報の統合による結果である図 6②と③については 3.2 節，3.3 節

で述べる．友人の最新情報では，各ユーザに統合された行動

情報を時間順で表示している．自身の詳細情報は，自身の

BLOG を登録した際にのみ時間順で表示される． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 6 インターフェース例 

3.2 友人データ画面 
 統合したパーソナルネットワークの結果である友人データ画面

図 7 に示す．本画面では，各ユーザがどのサービスと統合され

たかをアイコンにより表示している．さらに，統合された行動情報

がいつ更新されたかをバーにより確認することが出来る． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 7 友人データ画面例 

3.3 詳細画面 
 友人の詳細画面例を図 8 に示す．本画面では，各ユーザの

行動情報を統合した結果，得られる情報を主に表示している．

表示している情報として，友人の画像，名前，行動コアタイム，

最新の行動情報が表示される．行動コアタイムとは，ユーザに

統合された複数の行動情報を基に行動があった時間帯を色分

けして表示している． 
 
 
 
 
 
 

 
図 8 詳細画面例 

 

4. おわりに 
本稿では，個人が持っているパーソナルネットワークを統合し

た．そして，統合されたパーソナルネットワークを用いたシステム

として，各ユーザに対して統合した行動情報を付加したシステ

ムを構築した．本システムを用いることにより，コミュニケーション

をおこなう際の支援となると考えられる． 
今後の予定として，扱えるパーソナルネットワークの抽出元及

び行動情報を増やす．また，本システムを用いて他のユーザと

P2P を用いて情報のやり取りをおこない，コミュニケーションを支

援するようにする機能を追加する予定である．  
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